
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日  月  火  水  木  金  土 

1 2 1 2 3 4 51 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16  17 18 19 

20  21  22 23  24 25  26 

 27 28 29 30 31   

 日  月  火  水  木  金  土 

1 2 3 4 5 6 7     

8 9 10 11  12 13  14 

15  16 17  18 19  20 21 

22 23 24 25 26 27  28 

29 30  27  28 29  30  31 

※パソコンやタブレット、スマートフォンから電子書籍を借りて読むことができます 

■『おいしい糸島 一度は行きたい店』 KADOKAWA ■『わたしの、本のある日々』 小林聡美(著) 毎日新

聞出版 ■『るるぶ大阪ベスト’26』 JTB パブリッシング  他 

                    

 

 

 

《その他》 《小説》 

みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２５年６月１日 第１４９号） 

6 月号 

６月 
 

７月 
 

       

       

         

おはなし会（会場：本館）       ０～２歳くらい（11:00～） ３歳くらいから（11:00～） 

休館日  毎週月曜日 毎月最終木曜日  開館時間 本館 １０：００～１８：００ 分室 １２：３０～１７：００ 

※最新の情報はホームページをご確認ください。  

 

新刊案内

■『受け手のいない祈り』 朝比奈秋(著) 新潮社 ■『人

よ、花よ、』(上下) 今村翔吾(著) 朝日新聞出版 ■『天

狼』 今野敏(著) 角川春樹事務所 ■『破夏』 新庄耕

(著)  小学館  ■『ユビキタス』  鈴木光司(著) 

KADOKAWA ■『鏡面のエリクサー』 知念実希人(著) 

実業之日本社 ■『交番相談員百目鬼巴』 長岡弘樹(著) 

文藝春秋 ■『彼女たちに守られてきた』 松田青子(著) 

中央公論新社 ■『ありか』 瀬尾まいこ(著) 水鈴社  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■『たましいの本当の話』 江原啓之(著) ビジネス

社 ■『日本の世界遺産をめぐる旅』  朝日新聞出版 

■『22 世紀の資本主義』 成田悠輔(著) 文藝春秋 

■『手縫いでつくれることりのぬいぐるみ』 ばんば

ぱえりあ(著) グラフィック社 ■『頑張りすぎない

庭づくりの実例集』 エフジー武蔵 ■『ゆれる日本

語、それでもゆるがない日本語』 塩田雄大(著) 世

界文化社  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《電子書籍》 

       

雨や湿気の多い季節となりました。紙はとても水分に弱く、一度濡れてふ

やけてしまうとなかなか元には戻りません。雨の日に図書館へいらっしゃ

る際は、袋を準備するなど本が濡れないようにご注意ください。多くの人

が気持ちよく利用いただけるようにご協力をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

連絡先  本館（豊津） ☎33-1040     犀川分室 ☎42-3330     勝山分室 ☎32-3455 

みやこ町図書館HP 電子図書館 

図書館員おすすめの本 

『アジフライの正しい食べ方』  

浅田次郎(著) 小学館(2024） 

 

 
作家の浅田次郎が飛行機の機内

誌に連載しているエッセイ集で

す。表紙とタイトルにひかれて読

みだしましたが、ちょうどコロナ

過の時期に書かれたようで、随所

に旅への欲求にあふれていまし

た。既刊が 5冊ほどあるので、ど

んな旅をしてきたのか読んで辿

るのも面白そうです。 ［Ｍａ］ 

『雨を、読む。』 佐々木まなび（著）  

芸術新聞社（2021） 

日本には雨に関する言葉が多

く存在しています。時間や季節、

降り方によっても変わりますし、

雨に関するいわれや伝説もありま

す。そんな様々な雨の言葉を集め

た本です。雨の日の読書にいかが

でしょうか。［佳］ 

『西洋菓子店プティ・フール』 

千早 茜（著）文藝春秋（２０１６） 

パティシエールの亜樹は、菓子職人の

祖父のもと、下町の西洋菓子店で働

いています。店を訪れる人々が抱える

事情とそれぞれ変化していく様子が

描かれています。出てくるスイーツの

表現が、とても美味しそうで想像をか

き立てられました。 ［はりねずみ］ 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

『DIE WITH ZERO』 ビル・パーキンス（著）  

ダイヤモンド社（2020） 

お金を増やすことに執着して、人

生最期の時が一番お金持ち。日本

でも多くみられる状況です。人生

を豊かにするために、思い出づく

りにこそお金を使うべきだと説い

て、全世界でベストセラーとなった

ビジネス書です。［和］ 

 

『鬼遊び』 

 廣嶋 玲子（著） 小峰書店（2019） 

 

『正直、親切、笑顔』  

松浦 弥太郎（著）光文社（2025） 

 

駄目だよ、危ないよと言われても

少しだけなら大丈夫、そう思ってし

まったことはありませんか？この本

ではちょっとした悪い言動をきっ

かけに、子供たちが鬼の遊びに巻

き込まれてしまいます。彼らは迫り

来る恐怖から逃れることができる

のか、それとも…。[もふ] 

特に、人生の後半に「幸せ」や「これから

の新しい生き方」を見つけるヒントを、丁

寧な言葉で綴ったエッセイ集です。 正

直、親切、笑顔、そして感謝を忘れない

暮らしの清々しさに、きっと気づかされ

ると思います。忙しい日々の中、ほんの

少し立ち止まって手にして頂きたい一

冊です。    ［S］ 

５月前半は肌寒かったのに、たった１カ月で蒸し

暑い…。季節の変化の速さに驚くばかりです。

皆さん、衣替えは間に合いましたか？私はま

だ、冬物の片づけが終わっていません。［Ｍａ］ 


